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学 位 論 文 題 目 Human collagen XV is a prominent histopathological
component of sinusoidal capillarization in
hepatocellular carcinogenesis

（XV型コラーゲンはヒト肝細胞癌の発癌過程における類洞の
毛細血管化に寄与する重要な病理組織学的因子である）

論 文 審 査 委 員 教授 藤原 俊義 教授 岡田 裕之 教授 大内 淑代

学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

XV 型コラーゲンの発現増加がマウスの肝細胞癌(HCC)発癌過程で報告されている。

本研究の目的は、ヒト HCC の臨床検体における XV 型コラーゲンの発現増加、およ

びその病理組織学的な局在を確認することである。 

63 例の HCC 切除標本を用いて、XV 型コラーゲンの免疫染色と XV 型コラーゲンを

コードする COL15A1 mRNA の定量的 PCR を行った。 

XV 型コラーゲンは HCC の分化度や組織型によらず、全例で腫瘍部の類洞様内皮に沿

って染色陽性であった。非腫瘍部では全例で染色陰性であった。XV 型コラーゲンの

染色強度と COL15A1 の発現量は有意に相関しており、腫瘍部での COL15A1 の発現

量は非腫瘍部の 3.24 倍であった。多変量解析では COL15A1 の発現は肝炎ウイルス非

感染 HCC と中分化型 HCC の症例で有意に多かった。 

本結果からは XV 型コラーゲンが HCC における類洞内皮の毛細血管化に寄与してい

ると推察される。 
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